
Ｎｏ１９３

編集と発行 佐井村役場 総 務 課

青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０番地

電話（０１７５）３８ －２１１１㈹

印 刷 協同印刷工業株式会社

佐
井
村
村
民
憲
章

一
、
学

ぶ
意
欲

を

も
ち
、
知

性
と
良

識

の

あ
ふ

れ
る
村

を
つ

く
り
ま

す
。

匸

健

康
と
安

全
を

心
が
け

、

明

る
く
楽
し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤

労
を
喜

び
、

力
を

合
わ
せ

て

豊

か
な

村
を

つ
く
り

ま
す

。

匸

自

然
を
守

り
、
人

を
愛

し
、

心
や

さ
し
い

村
を
つ

く
り

ま
す

。

匸

心
身

と

も
に
健

全
な
子

の
育

つ

暖
か

い
家
庭

と
村

を
つ
く
り
ま
す
。

矢

根

森

八

幡

宮

祭

典

今
年
も
、
九
月
十
四
日
か

ら
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
に

わ
た
り
、
矢
根
森
八
幡
宮
祭

典
が
盛
大
厄
行
わ
れ
ま
し
に心

こ
の
祭
典
は
、
遠
く
元
禄

九
年
に
始
ま
り
、
村
人
の
生

活
の
平
安
に
思
い
を
込
め
な

が
ら
、
そ
の
歴
史
を
今
に
伝

え
て
い
る
も
の
で
す
。
由
緒

あ
る
神
楽
、
神
興
、
山
車
の

長
い
行
列
に
、
老
い
も
若
き

も
一
緒
に
な
り
、
祭
リ
ば
や

し
を
秋
風
に
の
せ
な
が
ら
、

絢
爛
と
町
中
を
練
り
歩
い
て

い
ま
し
た
。



み
の
り
の
秋
と
と
も
に
、
国
民

た
す
け
あ
い
の
昭
和
六
十
年
度
共

同
募
金
が
「
わ
か
ち
あ
う
幸
せ
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、
十
月

一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
開
始
さ
れ

ま
す
。
佐
井
村
分
会
で
は
、
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
村
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
援
助
を
賜

り
、
作
年
度
は
、
目
標
額
三
四
〇
、

九
〇
〇
円

に
対
し
六
一
三
、
七
六

三
円
、
一
世
帯
当
り
五
三
八
円
の

義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

民
間
の
社
会
福
祉
事
業
は
、
こ

の
共
同

募

金
が
唯
一

の
財
源
で

す
。
ご
承
知
の
と
お
り
社
会
福
祉

は
、
行
政
サ
イ
ド
の
税
金
を
財
源

と
す
る
も
の
と
、
民
間
サ
イ
下
の

住
民
の
善
意
の
お
金
と
心
の
た
す

け

あ

い
に

よ

る
も
の
が
両

輪
と

な
っ
て
福
祉
社
会
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

福
祉
制
度
は
充
実
し
た
と
は
い

え
、
ま
だ
私
た
ち
の
周
囲
に
は
肉

体
的
・
経
済
的
・
家
庭
的
・
そ
の

他
種
々
の
事
情
で
手
を
さ
し
の
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
村
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
こ
の
社
会
的
要
望
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昨
年
度
の
募
金
実

績
六
一
三
、
七
六
三
円
に
対
す
る

佐
井
村
へ
の
配
分
金
に
つ
い
て
、

そ
の
使
途
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

○
社
会
福
祉
資
金
に
は
、
三
五
八
、

九
八
五
円
。
こ
の
内
訳
は
、
低
所

得
者
援
護
の
た
す
け
あ
い
資
金
に

一
五
〇
、
〇
〇
〇
円
、
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
補
助
に
五
〇
、
〇
〇
〇
円
、母

子
福
祉
活
動
補
助

に
三
〇
、
〇
〇

〇
円
、
地
域
福
祉
活
動

補
助
に
三

〇
、
〇
〇
〇
円
、
心
身
障
害
児
キ
ャ

ン
プ
補
助
に

Ｉ
〇
、
〇
〇
〇
円
、募

金
運
動
推
進
費
及

び
災
害
見
舞
金

に
八
八
、
九
八
五
円
。

○
施
設
補
助
（
季
節
保
育
所
開
設

費
）
に
は
、
六
七
、
四
〇
〇
円

○
施
設
入
居
者
歳
末
見
舞
金
に
、

三
六
、
〇
〇
〇
円
。

○
募
金
資
材
経
費
に
、
八
六
、
五
七

五
円
。

合
計
、
五
四
八
、
九
六
〇
円
で
、
募

金
額
の
約
八
九
・
四
四
％

が
村
の

社
会
福
祉
の
た
め
に
還
元
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
佐
井
村
の
共
同
募

金
目
標
額
が
三
七
二
、
九
〇
〇
円

に
な
り
ま
し
た
。
一
世
帯
当
り
に

し
ま
す
と
三
二
八
円
に
な
り
ま
す

が
、
生
保
世
帯
、
老
人
世
帯
、
低

所
得
者
世
帯
を
除
き
ま
す
と
、
三

六
五
円
五
九
銭
に
な
り
ま
す
。

出
費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
れ
入

り
ま
す
が
、
当
分
会
の
奉
仕
団
並

び
に
行
政
連
絡
員
の
方
々
に
募
金

の
お
願
い
に
お
伺
い
し
て
い
た
た

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
節
は
多
分
の
ご
芳
志
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
職
域
の

方
々
に
は
戸
別
募
金
と
重
復
す
る

な
ど
申
し
兼
ね
ま
す
が
、
例
年
通

り
「
バ
ッ
チ
募
金
」
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
目
標
額
は
あ
く
ま
で

も
目
標
額
で
す
。
決
し
て
強
制
的

な
割
り
当
て
募
金
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
こ
ま
で
も
み
な
さ
ん
の
任

意
の
寄
付
金
で
す
。
そ
の
点
を
十

分
ご
了
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
で

き
る
限
り
善
意
の
浄
財
を
ご
寄
付

く
だ
さ
る
よ
う
謹
ん
で
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ゲ

土
十

ボ

土
ル
三で

楽
卜ｙ
い
ひ
ど
｛
ど

き

九
月
十
八
日
、
佐
井
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
、
佐
井
村
老
人
ク
ラ
ブ

対
抗
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日

和
と
な
り
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
代
表

の
選
手
や
応
援
に
か
け
つ
け
だ
み

な
さ
ん
約
百
名
が
集
り
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
寿
会
Ａ
チ
ー
ム
が
優

勝
、
福
浦
Ｂ
チ
ー
ム
が
第
二
位
、

寿
会
Ｃ
チ
ー
ム
が
第
三
位
と
な
り

下
北
郡
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

▲ゲートボール大会
↑ 選 リ ー ノ ｜

＼ 寿会Ａ 福浦Ｃ 寿会Ｂ 勝・敗 順 位

寿会Ａ＼ ○
１３：７

○
１６：９
２－０ １

福浦Ｃ
×
７：１３＼ ○

１３：８
１－１ ２

寿会Ｂ
×
９：１６

×
８：１３＼ ０－２ ３

２

＼ 寿会Ｃ 福浦Ａ 川目 勝・敗 順 位

寿会Ｃ＼ ○
２０：８

Ｏ
２２：２０
２－０ １

福浦Ａ
×
８：２０＼ ○

１２．：７
卜 １ ２

川 目
×
２０：２２

×
７：１２＼ ｏ－２ ３

３

＼ 、 原田 福浦Ｂ 牛滝 勝・敗 順 位

原 田＼ ×
１０：２３

×
１８：１８

Ｏ－２ ３

福浦Ｂ
Ｏ
２３：１０＼ ○

１７：１５
２－０ １

牛 滝
○
１８：１８

×
１５：１７＼ 卜 １ ２

決勝リーグ

＼ 福浦Ｂ 寿会Ｃ 寿会Ａ 勝・敗 順 位

福浦Ｂ＼ ×
９：１０

○
１４：１１
１－１ ２

寿会Ｃ
○
１０：９＼ ×

６：１２ 卜 １
３

寿会Ａ
×
Ｈ：１４

○
１２：６＼ １－１ １



総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
、
広
く
み
な
さ
ん
の
理

解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
全
国
一
斉
に
、
十
月
十
三
日

か
ら
十
月
十
九
日
ま
で
を
「
行
政

相
談
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
、
常
日
頃
い
だ
い

て
い
る
役
所
の
仕
事
に
関
し
て
、

○
お
困
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と

○
納
得
の
い
か
な
い
こ
と

○
希
望
し
た
い
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
「
無
料
」
で
「
迅

速
」
に
し
か
も
、
秘
密
を
守
り
、

親
身
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

佐
井
村
で
も
次
の
日
程
で
、
行

政
相
談
所
を
開
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
囗

程

十
月
十
五
日
㈹

午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

振
興
セ
ン
タ
ー

十
月
十
六
日
水

午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

農
業
セ
ン
タ
ー

○
相
談
委
員

大
石

健
次
郎

○
行
政
相
談
と
は

例
え

ば
、
年
金
、
登
記
、
社
会

保
険
、
労
働
保
険
、
生
活
保
護
、

道
路
、
公
害
、
教
育
な
ど
の
業
務

に
つ
い
て
の
相
談
で
す
。

検

察

審

査

会

を

知

っ

て

い

ま

す

か

あ
な
た
も
検
察
審
査
員
に
選

（
ば
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
）

検
察
審
査
員
は
、
衆
議
院
議
員

の
選
挙
権
を
も
っ
人
の
中
か
ら
、

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
行

う
ク
ジ
で
検
察
審
査
員
候
補
者
を

選
び
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
検
察

審
査
会
で
毎
年
四
回

二

、
四
、

七
、
十
の
各
月
末
）
に
ク
ジ
で
選

ば
れ
ま
す
。

従
っ
て
選
挙
権
の
あ
る
大
は
、

検
察
審
査
員
に
な
る
機
会
を
も
っ

こ
と
に
な
る
訳
で
す
。

検
察
審
査
員
は
十
一
人
で
、
検

察
審
査
会
議
を
開
き
、
検
察
官
が

犯

人
を
裁
判

に

か
け
な

い
こ
と

（
不
起
訴
処
分
）

の
よ
し
あ
し
を

審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事
と
し
て

い
ま
す
。

検
察
審
査
会
制
度
の
趣
旨
は
、

検
察
官
の
仕
事
に
国
民
の
意
思
を

反
映
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
す
か

ら
、
社
会
人
と
し
て
の
常
識
が
あ

れ
ば
よ
く
、
専
門
的
な
知
識
と

い
っ
た
よ
う
な
も
の
は
不
要
で
、

良
心
に
従
っ
て
正
し
い
と
思
う
判

断
を
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

も
し
、
検
察
審
査
員
（
同
数
の

補
充
員
も
選
ば
れ
る
）
に
選
ば
れ

た
ら
、
積
極
的
に
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
青
森
地
方
裁

判
所
内
の
青
森
検
察
審
査
会
事
務

局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
気
軽
に

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

昔
○
一
七
七
（
二

こ

五
三
五
一

「さけの密漁」

をなくしよう

毎
年
九
月
を
迎
え
る
と
、
産
卵

の
た
め
サ
ヶ
が
沿
岸
に
回
帰
し
、

河
川
に
そ
上
す
る
姿
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
サ
ヶ
は
、
生
ま
れ
育
っ
た

川
に
も
ど
る
習
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
と
し
て

最
も
重
要

な
資
源
で
す
。

佐
井
村
で
も
、
昭
和
五
十
九
年

か
ら
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る
サ
ヶ

の
稚
魚
の
放
流
と
、
漁
業
研
究
会

に
よ
る
サ
ケ
の
ふ
化
放
流
が
行
わ

れ
、
資
源

の
増
大
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
資
源
で
あ

る
サ
ケ
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ

り
一
般
の
人
の
河
川
で
の
採
捕
は

一
切
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
採
捕
し

た
場
合
は
、
不
法
採
捕
と
し
て
罰

せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
サ
ケ
を
見
か

け
て
も
採
捕
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
人
生
一
世
紀

こ
の
夏
に
、
元
気
で
満
百
歳
を

迎
え
た
宮
川
ゑ
こ
さ
ん
（
大
佐
井
）

に
、
九
月
十
五
日
の
敬
老

の
日
に

あ
た
り
、
村
長
顕
彰
が
お
く
ら
扛

ま
し
た
。

年
々
、
平
均
寿
命
が
伸
び
て
い

る
と
は
い
っ
て
も
、
百
歳
ま
で
生

き
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

す
。健
康
の
秘
け
つ
は
、
好
き
嫌
い

の
な
い
こ
と
と
話
す
宮
川
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で

暮
し
て
く
だ
さ
い
。

。

魔

の

薬

ダ

に

は

・
手

を

出

す

な

／

・

「

疲
労
回
復
に
効
く
」
「
強
精
剤
」
と

い
う

言

言

ド

Ｎ

バ

ヤ

ヅ

、

バ

‥
ド

羅

之



芥

川

賞

作

家

三

浦

哲

郎

氏

（
八

戸
市

出

身

）
が
取

材

来

村

九
月
十
三
日
午
前
十
一
時
、
芥

川
賞
作
品
「
忍

ぶ
川
」

の
作
家
で

あ
る
、
三
浦
哲
郎
氏
、
別
冊
文
芸

春
秋
社
編
集
次
長
鈴
木
文
彦
氏
、

外
一
名
の
一
行
が
、
取
材
の
た
め

来
村
し
た
。

打
合
せ
と
案
内

に
は
、
大
石
補
佐
、

渡
辺
係
長
、
竹
内
修
、
長
島
修
が

当
っ
た
。

取
材
目
的
は
、
延
享
元
年
十
一

月
、
今
か
ら
二
四
一
年
前
に
、
伊

勢
屋
の
新
造
船
子
二
百
石
の
多
賀

丸

が
、
船
主
竹
内
徳
兵
衛
以
下
十

七
人
乗
組
み
で
、
大
豆

、
昆
布
、

魚
粕
を
満
載
し
、江
戸
へ
向
け
て
、

大
畑
港
を
出
帆
し
た
。

そ
の
後
、
難
船
と
な
り
、
数
十

日
間
漂
流
し
、
北
千
島
オ
ン
ネ
コ

タ
ン
に
漂
着
し
た
。
船
主
徳
兵
衛

は
こ
こ
で
死
亡
、
他
の
者
も
七
人

が
漂
流
の
船
中
で
死
亡
し
て
、
船

頭
勝
右

衛
門
外
十

人

が
生
存
し

た
。彼
ら
は
カ
ム
チ
ャ
ヨ
カ
の
ボ
リ

シ
ェ
レ

。
ク
城
に
送
ら
れ
、
後
に

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
移
り
、
日
本
語

学
校
の
教
師
や
通
訳
を
し
た
。

多
く
は
現
地
の
ロ
シ
ア
女
性
と

結
婚
し
、
子
を
も
う
け
、
終
生
故

郷
の
佐
井
へ
帰

る
こ
と
は
な
か
っ

た
。勝
右
衛
門
の
子
、
セ
イ
チ
ャ
は

な
か
な
か
の
人
物
で
、
国
王
の
命

に
よ
り
、
十
七
歳
で
大
船
を
新
造

し
、
数
十
名
を
従
え
、
カ
ラ
フ
ト

に
着
い
た
。
そ
の
で
現
地
人
と
商

談
が
こ
じ
れ
、
口
論
乱
斗
と
な
り
、

全
員
そ
の
船
中
で
射
殺
さ
れ
た
。

三
浦
氏
の
取
材
は
、
こ
の
多
賀

丸
乗
組
み
の
三
之
助
を
対
象
に
し

た
内
容
で
、
藩
政
時
代
の
弁
財
船

出
入
り
の
大
佐
井
、
古
佐
井
河
口

付
近
、
当
時
の
汀
線
、
台
場
、
弁

天
島
、
伊
勢
堂
跡
、
竹
内
一
族
の

墓
、
黒
岩
御
番
所
跡
な
ど
を
見
聞

し
た
ゝ
ま
た
出
入
船
の
実
感
を
つ

か
む
た
め
に
、
漁
船
で
ニ
キ
ロ
沖

合
へ
出
て
、
原
田
方
面
へ
走
り
、

津
軽
、
渡
島
半
島
、
函
館
山
、
恵

山
岬
、
大
間
崎
、
矢
越
鍵
掛
岩
を

望
見
し
、
午
後
四
時
離
村
し
た
。

▲三浦哲郎氏

子とものために

毎月第三日曜日は

「家 庭 の 日 」

野外生活の知恵
サ バ イ バ ル 入 門

刃
物
に
強
く
な
る

本格的な野外活動では、刃物は必需品。刃物

がなければ、木を切り倒したり、マキを割った

り、けずったりすることができません。まずは。

ナイフ、オノ、ナタなど、それぞれの使い道と

使い方を知ることから始めましよう。

ナイフの使い方

①折りたたみナイフの出し入れ

は、図 ①のように慎重にしよ

う。

②サヤ付ナイフで細かいヶ ズリ

をするときは、刃の背に親

指をかけるとうまくいく。

③肥後守ナイフは、刃

を折りたたむ部分に

バネがついていない

ので、勢いよく切っ

たあとなど刃先がツ

カを握った手にあた

ることがあります。

気をつけ ましょう。

オノの使い方

黔立ち木を倒すには

④→⑧の順で。

卜１丸太を切るには、○

印のように角度をつ

けてけずっていく。

ナタの使い方

ナタを打ちこむときは、

３０度くらいの角度で。

ナタでマキを剛る

⑤ 軽くマキに刃を入れる。

⑧ 左手を離して、ナタごと打ちつける。

回 トントンと打てば、きれいに割 れる。

卜 刃物を使うときは、 まわ

りに人がいないことを確

かめてから。

火事、緊急の場合は

１ １ ９ 番 ヘ

サイレンの試験日は毎月
１日、１５日（正午）

佐井消防分署 Ｓ３８－２２６６



全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
隊
長
は

じ
め
隊
員
の
み
な
さ
ん
、
遠
く
大

変
な
道
の
り
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

よ
う
こ
そ
佐
井
村
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
は
家
庭
の
中
か
ら
、

し
つ
け
か
ら
と
い
わ
れ
る
と
お
り
、

道
路

の
歩
き
方

や
、
車
を
運
転
す

る
態
度
で
、
そ
の
家
庭
の
し
つ
け

指
導

が
ひ
と
め
で
わ
か
る
と
さ
え

言
わ
れ
て
い
る
今
日
、
私
た
ち
佐

井
村
交
通
安
全
母
の
会
も
草
の
根

作
戦
と
言
う
家
族
会
議
の
推
進
な

ど
を
実
践
し
て

い
ま
す
が
、
全
地

域
へ
の
浸
透
は
な
か
な
か
で
き
ず
、

悩
み
の
た
ね
に
な
っ
て

い
ま
す
。

幸

い
に
し
て
今
日
こ
こ
に
来
村

し
て
く
れ
た
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
み
な
さ
ん
よ
り
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
一
人

で
も
多
く
の
村
民
に
、
ま
た
、
尊

い
生
命
を
生
み
育
て
、
守
り
行
く

母
親
の
立
場
か
ら
、
こ
の
全
国
的

運
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
要
性
に
、
し

っ
か
り
と
確
か
な
気
持
ち
で
目
ざ

め
て
く
れ
る
こ
と
を
、
特
に
希
望

し
て
歓
迎
の
こ
と
ば
と
し
ま
す
。

交

通

安

全

教

育

は

親

の

姿

勢

か

ら

松

谷

幸

一

私
自
身
、
免
許
が
な
い
せ
い
も

あ
り
、
通
勤
に
は
毎
日
自
転
車
を

使
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で

毎
日
の
よ
う
に
自
転
車
の
接
触
事

故
が
載
っ
て
い
る
も
の
の
、
自
転

車
の
ス
ピ
ー
ド
ぐ
ら
い
で
は
、
た

い
し
た
事
故
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う

と
安
易
な
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
先
日
母
の
会
の
会

長
か
ら
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
歓
迎
の

際
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
自
転
車

の
悪
い
乗
り
方
の
例
を
依
頼
さ
れ

気
安
く
引
き
受
け
ま
し
た
。

何
と
な
く
自
信
の
な
い
ま
ま
当

日
を
迎
え
ま
し
た
が
、
村
当
局
は

じ
め
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
方
々
の

熱
心
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中

か
ら
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

見
る
に
、
今
さ
ら
な
が
ら
自
分
自

身
の
交
通
安
全
に
対
す
る
不
勉
強

さ
に
反
省
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
機
会
に
得
た
敦
訓

を
無
に
し
な
い
た
め
に
も
、
も
し

も
村
内
で
違
反
行
為
を
見
た
場
合

に
は
、
勇
気
と
暖
い
（

Ｉ
ト
を

も
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
交
通
安

全
の
一
助
の
た
め
に
努
力
す
る
決

意
に
燃
え
て
い
ま
す
。

キ

ャ

ラ

バ

ン

隊

来

村

歓

迎

会

に

参

加

し

て

福
浦

田
中

正
行

総
理
府
を
出
発
し
た
全
国
交
通

安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
佐
井
村

に
は
四
年
ぶ
り
の
来
村
だ
け
に
、

な
じ
み
も
あ
り
ま
し
た
。

今
や
交
通
安
全
は
、
国
民
一
人

一
人
が
、
自
己
か
ら
道
徳
を
認
識

し
、
（

ン
ド
ル
を
握
ら
ね
ば
、
交

通
事
故
は
増
加
す
る
一
方
で
す
。

若
い
う
ち
に
免
許
を
取
る
こ
と
は

良
い
こ
と
だ
が
、
あ
ま
り
無
造
作

に
免
許
を
取
り
、
車
が
手
に
入
れ

ば
、
飽
食
の
現
代
っ
子
に
と
っ
て

事
故
は
他
人
ご
と
で
し
か
考
え
つ

か
な
く
な
る
よ
う
で
す
。

大
間
警
察
署
管
内
の
三
町
村
で

は
、
す
で
に
八
十
件
以
上
の
事
故

が
あ
る
こ
と
が
話
さ
れ
、
幼
い
と

き
か
ら
の
指
導
が
特
に
大
切
で
あ

る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

若
い
時
代
の
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
必
ず
後
日
に
役
立
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
私
の
親
か
ら
も

よ
く
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
大
人
社
会
で
の
甘
さ
が

若
者
を
明
る
く
伸
び
伸
び
さ
せ
て

い
る
反
面
、
甘
え
を
助
長
し
て
、

ダ
メ
人
間
に
し
て
い
る
部
分
も
少

く
な
い
と
思
い
ま
す
。

佐
井
村
の
若
者
の
み
な
さ
ん
、

尊
い
生
命
は
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
命
じ
、
事

故
の
な
い
明
る
い
佐
井
村
を
築
い

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
ミ
ニ
寸
劇
に
つ

い
て

古
佐
井

斎
藤
ま
さ
子

先
日
、
全
国
交
通
安
全
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
が
来
村
し
た
と
き
、
佐
井

小
学
校
四
年
生
と
六
年
生
の
児
童

が
、
校
長
先
生
や
担
任
の
先
生
に

連
れ
ら
れ
て
、
役
場
前
へ
見
学
に

行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

学
校
か
ら
帰

る
と
い
き
な
り
、

「
お
母
さ
ん
。
お
母

さ
ん
。
バ
イ

ク
の
前
に
子
ど
も
を
立
て
て
乗
せ

た
り
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
三
人

乗
り
は
、
三
万
円
の
罰
金
と
点
数

を
引
か
れ
る
よ
。
そ
れ
か
ら
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
し
な

い
と
点
数
を
引

か
れ
る
よ
。」
と
い

ろ
い
ろ
話
し
か
け
て
く
れ
る
の
で

す
。
よ
ほ
ど
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

お
忙
し
い
中
、
子

ど
も
の
目
で

見
聞

さ
せ
、
交
通
安
全
の
勉
強
を

さ
せ
て
く
れ
た
佐
井
小
学
校
の
先

生
方
に
、
深
く
感
謝
し
た
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。



ぶ

に
行

”

に

感

謝

佐
井
小
学
校
長

杉

山

磯

三
郎

小
さ
な
親
切
運
動
、
一
日
一
善

な
ど
と
い
う
言
葉
は
、
よ
く
聞
き

馴
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
善
な
る
行
為
は
、
広
く
宗

教
、
哲
学
に
も
、
教
育
関
係
で
は

道
徳
な
ど
に
も
よ
く
使
わ
れ
る
し

平
凡
な
我
々
は
、
行
為

の
蔭
を

仲
々
見
抜
く
こ
と
の
出
来
な
い
事

象
の
一
つ
で
も
あ
る
。

か
た
ち
に
現
れ
た
、
善
意
な
る

行
為
を
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

広
く
村
民
に
も
御
紹
介
し
、
感
謝

を
申
し
上
げ
、
そ
の
行
為
に
報
い

る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
、
諸
教

育
活
動
の
今
後
に
生
か
す
所
存
で

あ
る
。
そ
の
Ｉ

昭
和
三
十
三
年
度
本

校
卒
業
生
中
、
本
村
に
在
住
し
て

い
る
左
記
の
方
々
で
構
成
し
て
い

る

。
一
、
一
Ｘ
尸

が
あ
る
。
勿
論

同
期
生
で
あ
り
、
親
睦
を
中
心
と

し
た
発
想
か
ら
出
発
し
た
も
の
で

あ

る
が
、
在
校
中
お
世
話
に
な
っ

た
意
味
も
兼
ね
、
毎
年
一
回
相
当

額
の
児
童
図
書
を
寄
贈
す
る
こ
と

に
一
決
し
、
ブ
ッ
ク
ケ
ー
ス
を
七

戸
建
築
社
長
、
七
戸

守
氏
の
手

作
り
と
、
す
で
に
購
入
も
終
え
、

児
童
に
閲
覧
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
方
々
は
、
三
戸
斗
武
、
柳

田
洋
子
、
渡
辺
隆

二

長
島

茂

細
川
正
義
、
福
田
義

コ

七
戸

守
、
伊
勢
政
幸
、
加
藤
義

コ

川

岸
利
子
、
田
中
か
ほ
る
、
山
路
直

子
（
敬
称
略
）
の
皆
様
方
で
あ
る
。

そ
の
二

長
く
佐
井
村
に
在
住

し
、
こ
の
度
、
家
庭
の
事
情
に
よ

り
離
村
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
西

村
幾
美
さ
ん
が
、
自
分
の
子
供
が

在
学
中
、
読
書
好
き
で
あ
っ
た
が

学
校
で
は
図
書
が
不
足
し
て
い
る

事
を
見
聞
き
し
て
き
た
。

こ
の
度
、
離
村
す
る
に
あ
た
り

そ
の
不
足
が
現
在
の
児
童
に
い
く

ら
か
で
も
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば

有
難
い
、
と
い
う
意
味
で
、
教
育

委
員
会
を
通
し
、
一
金
拾
万
円

を

図
書
購
入
費
と
し
て
寄
附
さ
れ
、

現
在
発
注
中
で
あ
る
。

こ
の
二
件
の
善
意
に
は
、
関
係

機
関
は
勿
論
、
本
校
職
員
も
感
謝

し
、
教
育
活
動
に
利
用
し
、
そ
の

恩
に
報
え
る
べ
く
決
意
を
新
た
に

し
、
紙
面
を
借
り
、
遅
く
な
っ
た

が
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

ち

ょ

つ

と

一

言

佐
井
小

学
校
教
諭

八

木

理
加

子

本
州
最
北
端
の
地
大
間
か
ら
南

ヘ

ー
○
数
キ
ロ
に
あ
る
佐
井
村
が

私
の
初
め
て
の
赴
任
地
で
す
。

佐
井
小
学
校
は
、
海
が
よ
く
見

え
る
高
台
に
あ
り
、
だ
れ
も
が
い

に
し
え
の
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
よ

う
な
小
さ
な
学
校
で
す
。
そ
ん
な

学
校
で
私
の
教
師
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

全
校
二
八
八
名
の
う
ち
、
私
か

受
け
持
っ
た
の
は
、
二
四
名
の
一

年
生
。
毎
日
先
輩
の
先
生
方
を

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
回
し
、
学
年
主

任
の
後
を
つ
い
て
歩
く
と
い
う
姿

を
見
て
、
子
供
た
ち
も
さ
ぞ
か
し

頼
り
な
い
先
生
だ
と
思
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
中
で
、
名
前
を
呼
ん
で

も
返
事
を
し
て
く
れ
な
い
女
の
子

と
の
出
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
子
は
、
名
前
を
呼
ん
だ
だ
け
で

泣
き
出
し
た
り
、
話
し
か
け
れ
ば

下
を
向
き
、
授
業
中
も
終
始
横
を

向
い
た
ま
ま
と
い
う
子
で
し
た
。

せ
め
て
朝
の
出
席
の
返
事
だ
け
で

も
声
を
出
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う

か
と
思
い
な
が
ら
毎
日
が
過
ぎ
て

い
き
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
私

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
貝
の
よ

う
な
女
の
子
の
心
を
開
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
見
当
も
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ

う
に
朝
の
会
で
出
席
を
と
っ
て
い

た
時
、
つ
い
に
返
事
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
小
さ
な
蚊
の
鳴
く
よ
う

な
声
で
し
た
が
、
確
か
に
聞
こ
え

ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の
日

の
国
語
の
時
間
に
は
、
手
を
挙
げ

て
発
表
さ
え
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
思
わ
ず
子
供
た
ち
に
「
う
れ

し
く
な
い
で
す
か
」
と
聞
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
一
番
お
て
ん
ば
な

子
か
ら
「
う
れ
し
い
」
と
大
き
な

声
が
返
っ
て
き
た
時
は
、
ま
す
ま

す
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
子
供

た
ち
も
び
っ
く
り
し
た
よ
う
で
、

授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
集
ま
っ
て

き
て
、
「
Ａ
子
が
し
ゃ
べ
っ
た
ね
」

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

そ
の
日
か
ら
で
す
。
そ
の
子

が

変
わ
っ
た
の
は
。
嘘
の
よ
う
に
今

で
は
明
る
く
な
り
、
手

も
挙
が
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

私
は
席
を
教
卓
の
ま
ん
前
に
変
え

た
だ
け
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
、
心

を
開
い
て
く
れ
た
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
こ
と
で
私

か
学
ん
だ
の
は
、
子
供
は
日
々
成

長
し
変
化

し
て
行
く
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

二
四
名
の
一
年
生
一
人
ひ
と
り

か
ら
教
え
ら
れ
た
先
生
一
年
生
の

四
ヶ
月
は
、
驚
き
の
毎
日
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
子
供
を
よ
く
観
、
子

供
の
意
見
を
よ
く
聴
い
て
心
の
窓

を
開
け
、
子
供
か
ら
学
ぶ
先
生
に

な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。



今

月

の

名

言

「
人

生

、

悔

い

ば

か

り

」

川

口

松

太

郎

第
一
回
直
木
賞
作
家
で

。天
性

の
語
り
部
”
と
呼
ば
れ
た
川
口
松

太
郎
氏
は
、
六
月
九
日
、
八
十
五

歳
の
生
涯
で
逝
っ
た
が
、
本
妻
の

他
に
二
・
三
の
愛
人
も
い
た
艶
福

家
で
あ
っ
た
。

小
学
校
卒
業
の
あ
と
、
色
々
な
職

に

つ
き

な
が

ら
「
愛
染

か

つ
ら
」

「
鶴
八
鶴
次
郎
」
な
ど
の
作
品
を

残
し
、
晩
年
は
文
壇
、
演
劇
界
の

重
鎮
と
し
て
、
創
作
意
欲

も
旺
盛

で
あ
っ
た
。

自
由
奔
放
な
川
口
氏
に
し
て
、

。
人
生
に
悔
あ
り
″
と
言
わ
し
め

て
い
る
。
孔
子
も
釈
迦
も
キ
リ
ス

ト
も
、
失
態
を
し
て
悩
み
、
苦
し

ん
で
悔
い
を
残
し
、
自
分
の
弱
さ

人
間

の
弱
さ
を
認
め
て
い
る
。
ま

し
て
凡
人
の
我
々
に
お
い
て
を
や

人
間
、
だ
れ
し
も
失
敗
が
あ
り

過
ち
が
あ
る
。
人
生
に
お
い
て
全

く
失
敗
が
な
か
っ
た
人
は
な
い
と

思
う
。
過
去
を
ふ
り
返
っ
て
悔
い

の
な
い
人
は
な
い
と
思
う
。

た

だ

大

事

な

こ

と

は

、

苦

難

に

直

面

し

た

と

き

、

ま

ず
自

分

と

の

葛

藤

に

勝

ち

、

家

庭

や
職

場

の

中

で

、

他

と

協

調

し

な

が

ら

、

問

題

に

当

り

、

解

決

し

乗

り

越

え

て

い

く

精

神

力

が
必

要

に

な
っ

て

く

る
。

。
ま

ま

な

ら

ぬ

は

世

の

常

”

で

物

事

は

そ

う

簡

単

に

は

運

ば

な

い

も

の

で

あ

る

。

克

己

に

は

か

な

り

の

根

気

と

忍

耐

が
必

要

に

な

っ

て

一

個

の

人

間

の
問

題

解

決

能

力

に

は

限

界

が

あ

る

の

で

、

他

力

の

援

助

が

あ

れ

ば

解

決

が
容

易

な

こ

と

も
多

い

。

子

供

に

は

親

や
教

師

が

、

妻

に

は

夫

の

、
夫

に

は

妻

の

、
サ

ラ

リ

ー

フ

ノ
に

は

同

僚

の

ご
心
あ

る

支

援

の

こ

と

ば

″

が

、

自

力

解

決

能

力

を

促

進

し

て

く

れ

る

。

人

は

、

困

っ

て

い

る
と

き

、

悩

ん

で

い

る

と

き

、

苦

し

ん

で

い

る

と

き

こ

そ

、

言

葉

を

か

け

、

心

を

か

け

て

や

ら

ね

ば

と

思

う

。

人

生

、

悔

い
は

多

く

残

る

が

、

懸

命

に

努

力

を

し

、

懸

命

に

生

き

て

き

た

の

で

あ

れ

ば

、

悔

い

も

ま

た

軽

く

、

気

持

も

さ

わ

や

か

と

な

る

。

（
善

）

公民館と生涯学習

地
域
住
民
の

情
報
交
換
の
場

公

民
館
は
、
市
区
町
村
が
設
置
す

る
わ
が
国
独
白
の
社
会
教
育

施
設
で

す
。
住
民
が
気
軽

に
立
ち
寄

っ
て

情

報
を
交
換
し

た
り
、

グ
ル
ー
プ
や
サ

Ｉ

ク
ル
が
会
合

に

利
用
し
た
り
、

さ

ま

ざ
ま
な
学

級
や

講
座
、
講
演
会
を

受
講
す

る
こ

と
が

で

き

る
Ｉ

公
民
館

は
、
ま
さ
に
地

域
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

役
割
を

担
っ
て
い

る
と

い
え

る
で

し

盛
ん

に
行

わ
れ

る

講

習
会

や
実

習
会

全
国

の
公

民
館
が
、

ど
の
よ
う
な

目
的
で

、
ど
の
く
ら

い
利
用

さ
れ
て

い
る
か
を
調
査
し
た
も
の
が

あ
り
ま

す

（
文
部
省
・
昭
和
五
十
八
年
度
）
。

こ

れ
に
よ

る
と
、
一
年
間

に
公
民
館

一
館
当

た
り
、
講
習
会
、
講
演
会
、

実

習
会

を
約
二
十
件
、

体
育

祭
や
文

化

祭
と

い
っ
た
体
育
・
文
化

関
係

の

集
会
を
そ
れ
ぞ
れ
約
十
一
件
ず
つ
開

催
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
公
民
館
は
、
婦
人
学
級

や
成
人
大
学
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

な
ど
を
開
設
し
て
お
り
、
み
な
さ
ん

の
い
ろ
い
ろ
な
学
習
の
要
求
に
こ
た

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
籍
や
雑
誌
な
ど
を
備
え
て

図
書
館
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
た

り
、
児
童
図
書
を
そ
ろ
え
た
一
室
を

つ
く
っ
て
、
母
と
子
の
読
書
活
動
の

後
押
し
を
し
て
い
る
公
民
館
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

公
民
館
の
活
動
は
、
で
き
る
だ
け

み
な
さ
ん
の
要
望
を
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
○
△
の

講
座
を
開
い
て
ほ
し
い
、
○
×
の
よ

う
な
企
画
を
催
し
た
ら
ど
う
か
Ｉ

こ
の
よ
う
な
あ
な
た
自
身
の
意
見
や

要
望
を
公
民
館
に
伝
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

自
主
活
動
の
場

と
し
て
も
利
用
を

一
方
、
公
民
館
は
、
み
な
さ
ん
の

自
主
的
な
活
動
を
受
け
入
れ
る
体
制

も
整
っ
て
い
ま
す
。

学
習
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
が
、
研
修
や

実
習
の
場
と
し
て
公

民
館
を
利
用
す

る
ヶ
Ｉ
ス
で

す
。
こ
の
場
合
、
場
所

を
借
り
ら

れ
る
と

い
う
だ

け
で

な
く
、

グ
ル
ー
プ
活
動
を
進

め
て

い
く
上
で

の

い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
も
の

っ
て

く

れ
ま
す
。

例

え
ば
、

指
導

者
を
あ
っ
せ
ん
し

て
く
れ
た
り
、

適
切
な
教

材
を
紹
介

し

て
く
れ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動

の

運
営

の
仕
方

に
つ
い
て
助
言
し
て
く

れ
た
り
し

ま
す
。

昭
和
五

十
八
年
度
に
公

民
館
を
利

用
し
た
人

は
、
全
国
で

一
億
七
千
五

百

七
十
五
万
人

、
一
館
当
た
り
約
一

万
三

千
人

が
利
用
し
た
計
算
に
な
り

ま
す
。
し

か
し
公
民
館
は
、

さ
ら

に

多
く
の
人
に
利
用
さ
れ

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
内

容
が
よ
り
一
層
充
実
し
て

い
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
み
な

さ
ん

の
た

め
に

さ
ま

ざ
ま
な
学
習
援
助
サ

ー
ビ
ス
を
行

っ
て

い
る
公
民
館
を
、

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
大

い
に
活

用
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す

。



社
翕
臘
肓
紀
よ
り

剿３回

佐
井
村
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

村
内

の
小
学
生
が
一
堂
に
会
し

て
、
九
月
三
日
（
火
）
佐
井
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
少
年
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
開
会
式
の
あ

と
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
六

十
メ
ー
ト
ル
走
、
四
年
生
か
ら
六

年
生

ま
で
の
百
メ
ー
ト
ル
走
の
短

距
離
に
つ
づ
き
、
持
久
走
で
は
一

年
生

か
ら
三

年
生

ま
で

の
三
百

メ
ー
ト
ル
、
四
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
の
千
メ
ー
ト
ル
、
最
後
は
各
学

校
対
抗
リ
レ
ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
父
母

の
応
援
の
な
か
で
千
ど
も
た
ち
は

記
録
に
挑
戦
し
、
今
年
度
は
計
八

つ
の
新
記
録
が
誕
生
し
ま
し
た
。

新
記
録

六
年
男
子
百
メ
ー
ト
ル

宮
川
洋
平

１４
秒
３
（
佐
）

（
大
会
記
録

１４
秒
７
）

二
年
男
子
三
百

メ
ー
ト
ル

宮
野
達
也

５７
秒
６

（
佐
）

横
浜
義
則

１
分
１
秒
２
（
原
）

辻

祐
樹

１
分
１
秒
４
（
佐
）

（
大
会
記
録

１
分
１
秒
こ

三
年
男
千
三
百
メ
ー
ト
ル

真
鍋
久
男

５８
秒
１

（
佐
）

（
大
会
記
録

５９
秒
２
）

六
年
男
千
千
メ
ー
ト
ル

金
丸
剛
敏

３
分
１８
秒
１
（
佐
）

大
石

学

３
分
１８
秒
７
（
長
）

（
大
会
記
録

３
分
２４
秒
７
）

今
年
度
は
特
に
持
久
走
で
の
新

記
録
が
多
く
樹
立
さ
れ
た
年
で
し

た
。

牛
滝
地
区
総

合
学

級
開

級
式

牛
滝
地
区
館
（
館
長
中
西
正
）

で
は
９
月
１１
囗
午
後
７
時
か
ら
昭

和
６０
年
度
地
区
総
合
学
級
の
開
級

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

牛
滝
地
区
で
は
例
年
１
月
～
３

月
ま
で
の
冬
期
間
に
地
区
学
級
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
、
一
年
間
を
通
し
て
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
を
運
営
委
員

会
で
決
め
、
今
度
の
開
級
式
に
な

り
ま
し
た
。

９
月
は
ス
ポ
ー
ツ
等
５
回
、
１０

月
は
漁
業
講
座
等
４
回
、
ｎ

月
は

生
花
教
室
等
３
回
、
１２
月
は
郷
土

史
等
２
回
、
１
月
は
焼
物
教
室
等

３
回
、
２
月
は
手
芸
、
漁
業
講
座

子
ど
も
会
郷
土
芸
能
伝
承
教
室
等

１０
回
、
３
月
は
教
養
講
座
等
２
回

の
予
定
で
す
。

各

地

区

公

民

館

か
ら

原
田
地
区
館

９
月
１４
日

Ｐ
Ｔ

Ａ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
六
ヶ
所
村

三
沢
市
方
面
へ
研
修
会
。
約
４０
名

が
参
加
。

矢
越
地
区
館

９
月
１５
日

地
区

の
少
年
か
ら
成
年
ま
で
を
対
象

に

佐
井
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
。

長
後
地
区
館

９
月
１９
日

「
キ

ノ
コ
栽
培
」
講
座
を
開
設
。
各
地

区
館
に
呼

び
か
け
川
目
、
磯
谷

か

ら
参
加
。

家

庭

教

育

電

話

相

談

の

お

知

ら

せ

ご
家
庭
を
結
ぶ

「
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
」

青
森
県
で
は
子
ど
も
た
ち
の
す

こ

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
電
話

に
よ

る
家

庭
教
育

の
相
談

を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
生
を

お
持
ち
の
方
、
子
育
て
に
つ
い
て

お
困
り
の
と
き
に
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
任
の
ベ
テ
ラ
ン
相
談
員
が
お

答
え
し
ま
す
。

★
電
話
番
号

○
一
七
七
（
三
四
）
八
一
八
一

★
相
談
で
き
る
曜
日
と
時
間

毎
週

水
・
木
・
金
曜
日

一
〇
：

○
○
～
一
六
：

○
○

★
相
談
上
の
秘
密
は
、
固
く
守

り
ま
す
。

（
青
森
県
教
育
委
員
会
）

い

つ

で

も

、

ど

こ

で

も

だ

れ

で

も

学

べ

る

「

文

部

省

認

定

社

会

通

信

教

育

」

を

活

用

し

よ

う

社
会
は
い
よ
い
よ
複
雑
さ
を
加

え
て
き
ま
す
。
学
校
で
の
学
習
に

プ
ラ

ス
し

た
知

識
・

教
養
・
技

能
・
資

格
を

必
要

と
し
て

い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
職
業
生
活
な
り
、

家
庭
生
活
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
か

た
が
た
が
生
涯
教
育
と
し
て
、
さ

ら
に
学
ぶ
こ
と
は
、
大
変
意
義
の

あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
効
果

的
な
学
習
と
し
て
、
文
部
省
認
定

の
社
会
通
信
教
育
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
事
務
系
、
技
術
系
、
生
活
技
術
・

教
養
系
な
ど
多
く
の
講
座
が
用
意

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
電
話
３８
－

二

一
一
〇
内
線
４２

番
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。総
合
案
内
目
録
を
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

▲ 牛 滝地区 総合学 級



第

４０

回

県

民

体

育

大

会

８

月

１７

、
１８

日

三

沢

市

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

（
村

の

部

）

一

回

戦

佐
＃

５１
－

４５

森

田

二

回

戦

六

ヶ

所

６２
－

２６

佐

井

結

果

村

の

部

第

三

位

卓

球

（
村

の

部

）

一

回

戦

佐

＃

３
－

２

小

泊

二

回

戦

倉

石

３
－

１

佐

井

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

（
村

の

部

）

二

回

戦

碇

ヶ

関

３
－

Ｏ

佐

井

陸

上

（
村

の

部

）

男

子

Ａ

二

百

米

第

２

位

石

沢

尚

人

男

子

Ａ

砲

丸

投

げ

第

４

倥

小

笠

原

昭

彦

男

子

Ａ

走

り

幅

跳

び

第

２

位

福

田

忍

男

子

Ｃ
二

千

米

第

６

位

干

葉

勇

男

子

八

八

百

米

リ

レ

ー

第

３

位

内

藤

要

、

小

笠

原

昭

彦

、

石

沢

尚

人

、

福

田

忍

四

・
む

つ

゛
下

北

’
上

北

６０

ナ

イ

タ

ー

バ

ス

ケ

ッ

ト

酥

ボ

ー
ル

リ

ー
グ
（
於

む

っ

市
）

―
村

八

分

３９
－

３７

佐

井

ク

ラ

ブ

佐

井

ク

６４
－

５１

む

っ

教

員

ク

々

５５
－

４２

六

ヶ

所

ク

ク

４０
－

２６

横
浜
ク

ク

５１
－

２４

大
間
体
協

々

４３
－

３８

む
っ
イ
ー
グ
貨

ク

４６
丿
３８

む
っ
ニ

ャ
ー
ズ

前
期
６
勝
１
敗

首
位
で
折
り

返
し
、
３
度
目
の
優
勝
を
目
指
し

１０
月
上
旬
か
ら
後
期
ス
タ
ー
ト
。

ス

ト

レ

ッ
チ

体

操

の

す

す

め

朝
、
目
が
覚
め
た
ら
起
き
て
す

ぐ
の
ス
ト
レ
ヨ
チ
ン
グ
は
、
か
ら

だ
や
気
持
ち
が
ス
ッ
キ
リ
し
て
、

一
日
爽
快
で
す
。

①
目
を
閉
じ
て
全
身
を
大
き
く

伸

ば
し

（
２０
秒
）
、
次
に
片
方

ず

っ
ひ
ざ
を
か
か
え
込

ん
で
胸
に
引

き
寄
せ
ま
す
（
左
右
各
１５
秒
）
。

②
あ
お
む
け
の
ま
ま
両
手
を
後

頭
部
に
組
み
、
上
体
を
右
に
ひ
ね

り
な
が
ら
頭
だ
け
起
こ
し
て
肩
と

首
の
筋
肉
を
伸
ば
し
ま
す
（
左
右

各
１５
秒
）

②
起
き
上
が
り
タ
オ
ル
の
両
端

を
持
ち
、
頭
上
に
腕
を
伸
ば
し
真

横
に
か
ら
だ
を
倒
し
ま
す
（
左
右

各
１５
秒
）
。
そ
の
同

じ
姿
勢
で
、
頭

と
腕
を
大
き
く
そ
ら
し
ま
す

（
１５

秒
）
。

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
は
、
呼
吸
を

し
な
が
ら
、
自
分
の
体
力
に
あ
わ

せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

県営スケート場

のご案内
青
森
市
内
に
建
築
中
の
県
営
ス

ケ
ー
ト
場
は
、
十
二
月
一
日
㈲
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
に

先
だ
っ
て
十
一
月
二
十
三
日
蚩
午

後
一
時
三
十
五
分
か
ら
、
記
念
式

典
と
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
す
。
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
に
は
、
県
内

外
有
名
選
手
に
よ
る
模
範
滑
走
、

模
範
演
技
、
プ
ロ
ス
ケ
ー
タ
ー
に

よ
る
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
い

ま
す
。
一
般
の
方
々
で
観
覧
希
望
の
方

は
、
往
復
（

ガ
キ
で
ス
ケ
ー
ト
場

開
設
準
備
事
務
室
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

お
問

い
合
わ

せ

は
、
県

営

ス

ヶ
Ｉ
ト

場
開

設
準
備

事
務

室

ま

で
。
昔
○
一
七
七

（
七
五
）
一
八
〇
〇

○
八
月
二
十
二
日
、
長
後
中
一
年

池
田
正
樹
ら
、
長
後
漁
港
で
ユ
リ

カ
モ
メ
三
羽
を
観
察
。
こ
の
時
期

の
ユ
リ
カ
モ
メ
は
珍
ら
し
い
。

こ
の
鳥
は
、
冬
鳥
で
、
江
戸
隅

田
川
の
都
鳥
と
し
て
古
く
か
ら
有

名
で
あ
る
。

○
福
浦
（

チ
ガ
ラ
澗
付
近
に
約
二

十
巣
、
コ
シ
カ
に
一
巣
、
ウ
ミ
ネ

コ
繁
殖
、
コ
シ
カ
の
も
の
は
、
人

が
近
づ
く
と
奇
聲
を
出
し
警
戒
心

が
さ
か
ん
で
、
地
元
の
人
た
ち
も

首
を
す
く
め
る
程
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
巣
に
近
寄

ら
ず
、
遠
く
か
ら
そ
っ
と
し
て
や

り
た
い
。

○
佐
井
中
学
校
校
内
に
営
巣
の
ツ

バ
メ
、
無
事
に
ヒ
ナ
が
巣
立
ち
す

る
。
三
年
続
け
て
の
無
許
可
入
学

に
、
教
育
委
員
会
、
工
藤
校
長
も

黙
認
の
態
で
あ
る
。

○
古
佐
井
細
川
建
設
事
務
所
付
近

で
、
ア
ル
ビ
ノ
ー
（
白
子
）
の
、
白

い
ガ
ラ
ス
が
一
羽
生
ま
れ
、
無
事

に
巣
立
ち
し
た
。
完
全
な
も
の
で

な
く
、
若
干
黒
色
が
み
ら
れ
る
。

○
八
月
二
十
四
日
、
西
村
福
男
さ

ん
裏
畑
に
、
カ
ル
ガ
モ
君
が
、
の
こ

の
こ
と
散
歩
、
体
が
弱
っ
て
い
る

の
か
飛
べ
ず
に
い
る
も
の
を
、
西

村
さ
ん
が
収
容
し
て
、
給
餌
後
に

放
鳥
。
カ
ル
ガ
モ
は
大
佐
井
橋
下

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
休
息
し
、
二

日
程
安
静
？
、
そ
の
後
元
気
で
採

餌
飛
翔
。

○
九
月
一
日
、
台
風
十
三
号
通
過

後
、
古
佐
井
川
で
傷
鳥
を
発
見
し

収
容
し
た
、
佐
井
小
五
年
今
川
教

子
（
の
り
こ
）
さ
ん
は
、
和
田
鳥

獣
保
護
員
へ
引
渡
し
。

○
こ
こ
数
年
前
か
ら
、
夏
季
に
は

み
ら
れ
な
い
、
オ
オ
セ

グ
ロ
カ
モ

メ
の
成
鳥
が
、
佐
井
海
岸
に
み
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
餌
と
関
係
の
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
鳥
は
、
本
来
十
月
中
旬
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海
、

サ
（

リ
ン
、
千
島
方
面
か
ら
南
下

し
て
六
月
上
旬
ま
で
佐
井
に
み
ら

れ
る
。
東
通
村
東
海
涯
で
少
数
が

繁
殖
し
て
い
る
。

ウ
ミ
ネ
コ
も
越
冬
す
る
も
の
が

増
え
て
、
加
工
場
の
増
設
に
よ
る

餌
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
。

（
佐
井
村
自
然
保
護
の
会
）



保
健
婦
だ
よ
り

乳児検診・三歳児検診は

忘れずに受けましょう
検
診
の
目
的
は
、
病
気

ご
と
に

心
身
障
害
児
を
見
つ
け
て
早
期
治

療
を
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、

発
育
の
状
況
、
栄
養
の
や
り
方
と

い
っ
た
体
の
面
だ
け
で
な
く
、
心

の
ひ
ず
み
や
し
つ
け
な
ど
の
育
児

全
般
に
わ
た
っ
て
検
査
し
、
指
導

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

三
才
児
の
年
代
で
は
、
そ
ろ
そ

ろ
お
母
さ
ん
の
手
か
ら
離
れ
て
い

き
は
じ
め
ま
す
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん

時
代

の
よ
う
に
、
お
母
さ
ん
が
す

べ
て
知
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
の
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
い
ろ
い
ろ
な

事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

三
才
児
自
身
は
大
変
偉
く
な
っ

た
つ
も
り
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
未

熟

な
と
こ

ろ
が
多

い
の
で

す
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
育

て

る
の
に
一
番
難
し
い
年
代
と

い

わ
れ
て
い
ま
す
。

三
才
児
検
診
は
、
そ
の
難
し

い

時
期
を
じ
ょ
う
ず
に
の
り
き
る
た

め
に
、
母
さ
ん
が
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
チ
ェ

ヨ
ク
し
、
指

導
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
検
診
を
上
手
に
活
用
し
て
、

健
康
な
子
ど
も
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

検
査
日
程

１０
月
８
日

三
才
児
検
診

対
象

昭
和
５７
年
４
月
～
９
月
生

１０
月
１５
日

乳
児
検
診

対
象

昭
和
６０
年
２
月
～
７
月
生

予

防

接

種

に

つ

い

て

病
気
に
か
か
っ
て
か
ら
治
す
こ

と
よ
り
も
、
か
か
ら
な
い
よ
う
に

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

伝
染
病
に
対
す
る
免
疫
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、
母
親
の
胎
盤
を
通

し
て
得
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
も
半
年
か
ら
一
年
で
消

失
し
ま
す
。

と
に
か
く
、
何
ら
か
の
形
で
免

疫

を
つ
け

な
け

れ
ば
な
り

ま
せ

ん
。
し

た
が
っ
て
、
健
康
で
幸
せ

な
一
生
を
送
る
た
め
に
、
計
画
的

に
予
防
接
種
を
受
け
る
必
要

が
あ

り
ま
す
。

一
精

液
は

も
と
も
と
外

へ

て

る
エ
ネ

ル
ギ

ー
で
す

。

息
子
の
部
屋
を
掃
除
し
て
や
ろ

う
と
思
っ
て
、
ペ
ッ
ト
の
下
や
押

入
の
隅
か
ら
精
液
ら
し
い
も
の
で

汚
れ
た
パ
ン
ツ
が
出
て
き
た
ら
、

お
母
さ
ん
方
は
ど
う
お
思
い
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。

「
ま
だ
子
ど
も
だ
と
ば
か
り
思
っ

て
い
た
の
に
、
何
か
お
そ
ろ
し
い

も
の
を
み
た
気
が
し
ま
し
た
。」

と
そ
の
時
の
感
想
を
の
べ
て
い
た

お
母
さ
ん
も
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
あ
わ
て
て
「
こ
れ

ど
う
し
た
の
？
」
な
ん
て
詰
問
的

に
い
う
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

せ
っ
か
く
隠
し
て
い
る
の
だ
か
ら

一
応
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、

お
父
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
に
話
し

て
く
だ
さ
い
。

ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
な
家
庭
だ
っ
た

ら
「
夢
精
っ
て
知
っ
て
る
か
い
。

パ
ン
ツ
が
汚
れ
た
ら
べ
ツ
ト
の
下

な
ん
か
に
隠
し
て
あ
が
な
い
で
。

自
分
で
洗
濯
す
る
か
、
洗
濯
機
に

水
を
張
っ
て
そ
の
中
に
入
れ
て
お

き
な
さ
い
。

思
春
期
に
な
っ
て
、
精
液
が
い
っ

ぱ
い
た
ま
る
と
自
然
に
外
に
放
出

さ
れ
る
の
だ
か
ら
何
も
気
に
す
る

必
要
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
大
人

に
近
づ
い
た
お
め
で
た
い
印
だ
か

ら
。
今
日
は
帰
り
に
お
父
さ
ん
が

ヶ
Ｉ
牛
で
も
買
っ
て
き
て
や
ろ
う

…
…
」
と
言
う
い
い
方
も
あ
り
ま

す
。
少
し
内
向
性
の
神
経
質
な
子
ど
も

の
場
合
は
お
父
さ
ん
の
体
験
と
い

う
こ
と
で
話
し
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。

ワクチンの種類 接 種 の 対 象 者 副 反 応 と 注 意

定

期

接

種

百 日 せ き

ジフテリ ア

Ｉ期一生後３月から４８月の間。
Ｈ期－Ｉ期終ｒ後１年から１年半の

間。
Ⅲ期－１２歳に達する年バジフテリア

破傷風混作トキソイド）

３橦混合ワクチンでは、注射後１週間ごろ

軽いしこりができることがあるが、まもな

くなおる。

２種混合ワクチンではほとんど副反応な

い。

ポ リ オ

（小児マ ヒ）

生後３月から４８月の間。なるべく１８

月までにすませることが望ましい，

副反応はほとんどない。集団で忘れずにす

ます。

麻 し ん

（は し か）

ｌ歳以降廣６歳になるまでの間。幼

稚園や保育所に入る前に受けること

が望ましいｏ

なるべく生後１８～３６月にすませると

よい，

注射後７～１２日ぐらいで発熱することが多

い，時に軽い発しんの出ることもある。

ひきつけを起こすたちの子供には注意。

風 し ん
１３～１５歳までの女子中学生。その他

の年齢は任意で受けられる。

妊婦は受けてはいけない。

副反応はほとんどない。

結Ｆ
防
核法
Ｂ Ｃ Ｇ

Ｏ～３歳の間に１回，なるべく赤

ちゃんのうちに受けることがすすめ

られている。

あとが一時／ｊヽさな膿疱（のうほう）になる

以外は、副反応はない。

臨

時

接

種

イ ン フ ル
ェ ン ザ

保育所、幼稚園、小・中学校及び高

等学校等の児童生徒。その他の年齢

層は任意で受けられる。

注射を受けた部位が赤くはれる程度で発熱

や頭痛などはほとんどない。

日 本 脳 炎
３～１５歳の人。

その他の年齢層でも任意で受けられ

る，

まれに、発熱や痛みがある程度で、副反応

はほとんどないｏ

ワ イ ル 病
１８歳までに完ｒし、５年に１回追加

接種を行うことが望ましい，

限られた流行地でのみ接種される。

患者発生の増える夏前までに受ける。

任接

意種

おたふくかぜ
１歳以上の希望者は任意で受けられ

る。

副反応はほとんどない。妊婦は受けてはい

けないｏ

破 膓 風
乳幼児期に３捶混合または２種混合
を受けていない場合に。

中学生以上よ追加接種のとき、注射したと

ころが赤くなり、はれることがあるが、ま

もなく治る。

十

月

の

保

健

事

業

８
日
次

三
才
児
検
診

９
日
水

妊
婦
検
診

１５
日
火

乳
児
検
診

１８
日
韲

福
浦
成
人
病
教
室

２２
日
次

乳
児

∴

歳
半
児

健
康
相
談

２３
日
水

栄
養
教
室

２４
日
米

精
神
衛
生
巡
回
相
談

２９２８
Ｅ

｝
結
核
二
次
検

診

３０
日

２９
日

股
脱
検
診
（
大
間
病
院
）



こ

ん

ぶ

と

健

康

当
村
漁
業
の
主
産
物
で
あ
る
コ

辷
フ
漁
も
終
盤
に
至
っ
た
が
、
饑

開
け
以
来
、
漁
民
の
懸
命
の
努
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
よ
り
激

減
し
た
。
漁
協
の
生
産
目
標
三
億

三
千
二
百
万
円
に
は
遠
く
及
ば

ず
、
五
〇
％
程
度
に
終
り
そ
う
だ

と
言
わ
れ
ま
す
。

ヲ
ノ
ブ
は
昔
か
ら
健
康
食
品
と

言
わ
れ
、
特
に
高
血
圧
予
防
や
頭

髪
か
黒
く
な
る
な
ど
が
一
般
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
産
地
で
は
あ

ま
り
重
要
視

さ
れ
ず
消
費

地
は

も
っ
ぱ
ら
大
阪
や
関
西
方
面
の
よ

う
で
す
。

さ
て
、
最
近
女
性
タ
レ
ン
ト
の

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ゆ
・

う
つ
み
宮
土
理
女
史
が
「
根
こ
ん

ぶ
健
康
法
」

な
る
本
を
書
き
市
販

さ
れ
た
。
い
わ
く
「
根
こ
ん
ぶ
に

は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｉ
Ｂ
し
Ｂ

、
ヨ
ー

ド
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

鉄
等
の
ミ
ネ
ラ
ル
及
び
ア
ミ
ノ
酸

が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
る
辻
』
と
、

ま
た
「
根
こ

ん
ぶ
を
毎

日
食

べ
る

と
血
圧
が
下
が
り
、
便
秘
を
防
ぎ

肥
満
を
解
消
し
、
間
接
的
に
高
血

圧
や
脳
溢
血
、
動
派
硬
化
の
予
防
」

と
な
り
、
更
に
「
女
性
の
老
化
防

止
に
役
立
つ
し
、
ヨ
ー
ド
は
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
を
促
進
さ
せ
、
血
液

を
き
れ
い
に
し
、
肌
は
ツ
ヤ
ツ
ヤ

と

な

り

、

髪

は

黒

く

な

る

」

等

に

・

－

―
一

・

一

宮

土

理

女

史

は

、
女

は

美

し

く

な

譽

９

一

・

一

一

一

け

れ

ば

女

で

な

い

と

の

理

念

か

ら

、
美

し

く

な

る

た

め

、

金

に

糸

目

を

つ

け

ず

研

究

の

結

果

、
根

こ

ん

ぶ

が

最

も

効

果

的

で

あ

っ

た

と

言

い

、
多

く

の

芸

能

界

の

知

人

に

根

こ

ん

ぶ

の

効

用

を

吹

聴

中

と

の

こ

と

で

、

我

々

生

産

者

に

は

あ

り

か

た

い

著

書

で

あ

り

、

感

銘

を

深

く

し

た

。

彼

女

の

博

識

と

確

固

た

る

人

生

観

に

敬

服

も

す

る

が

、

実

体

験

談

だ

け

に

説

得

力

も

あ

る

。

そ

れ

故

か

、

昨

年

一

キ

ロ

二

千

円

だ

っ

た

根

こ

ん

ぶ

が

、

今

回

三

千

四

百

五

十

円

に

売

れ

た

。

と

こ

ろ

で

、

今

根

こ

ん

ぶ

と

言

わ

れ

て

い

る

の

は

、

実

は

コ

ン

ブ

の

茎

で

、

一

番

養

分

の

多

い

樹

枝

状

根

は

、

浜

に

捨

て

ら

れ

風

致

を

害

し

て

い

る

。

こ

の

害

物

の

商

品

化

が

待

た

れ

る

が

、

ま

ず

我

々

が

活

用

し

て

、

村

民

の

健

康

を

守

り

、

佐

井

村

の

女

性

を

よ

り

美

し

く

す

る

こ

と

を

提

案

し

た

い

。

美

と

健

康

の

素

を

捨

て

て

お

く

の

は

も

っ

た

い

な

い

こ

と

で

あ

る

。

三

八

生

－
カ ギ か け は

家 族 み ん な の

合 皿

Ｉ：Ｘ：ｌ Ｓ

葉

１０分間に５．７件一一この数字は、昨年、全

国で起きた空き巣や窃盗などの発生件数です。

泥棒は、あなたのほ沁のちよっとしたスキを

ねらっています。出かけるときは、必ずカギ

をかけると同時に、隣近所に声をかけること

もお忘れなく。

薬 の ビ ン は な ぜ 色 が つ い て

い る の だ ろ う ？ …
……

病院や薬局の薬棚に並ぺられた茶色の薬ピン

ー 。薬のピンには、なぜ色の着いたもの

が多いのでしょうか。

薬は、何種類もの成分が微妙に配合され

ており、成分の中には光に当たると効さめ

の落ちるものが少なくありません。薬ピン

が茶色なのは、光を遮断し薬の効用を保つ

保゙存の工夫″というわけです。

このように、ピンーつとっても薬には細心の

注意が払われていよすが、みなさんのご家庭で

は、薬の取り扱いは万全でしょうか。

薬は、湿気、日光、高温を嫌います。保存の

ポイントは、①光に当てないで②涼しい所に置

くことです。また、「冷所に保存」と説明書に

書かれている薬は、冷蔵庫に入れておくとよい
でしょう。 ・’

■子供の手の届かない所に保存を

小さな子供のいる家庭では、子供の手の届か

ない場所に保管しましょう。子供がお菓子と間

違え、誤って飲んでは大変です。冷蔵庫に保存

する薬も同様です。子供には、薬が食ぺ物と違
うことをよく教えて、ビニール袋など

でくるんでおさましょう。

■季節の変 わりめに薬のチェックを

使用期間の過ぎＩた薬や古くなった薬

は捨てましょう。変色したり、変形し

ているもの、ヒビ割れや異臭のする薬

も同じです。

季節の変わりめに、家庭の常備薬のチェック

をするのは主婦の大切な仕事。家庭の中で上手

に薬とつきあうことが、家族の健康維持にもつ

たカペ アいくのです。

・・・薬と健康の週間１０月１７日～２３日１



交

通

規

制

の

お

知

ら

せ

国
道
三
三
八
号
線
、
牛
滝
～
野

平
間
か
、
道
路
改
良
工
事
の
た
め

別
表
の
と
お
り
交
通
規
制
さ
れ
ま

す
。全 面 通 行 止 片 側 通 行

期 間 昭和６０年９月１７日～１１月３０日

（ただし日曜・祭日は除Ｏ

昭和６０年９月１７日～

６１年１月３１日

時 間 午前１１：２０～１１：３０ １０分間

午後４：２０～４：３０ １０分間

終日

交通制限の理由 土木工事に伴う岩盤爆破によ

る。

工事一般による。

信 号 の 配 置

及 び 区 間

爆破地点から前後１００ｍの地点

に信号員 を配置して当該区間

の通行を止める。

工事区間の前後に信号貝を配

殼し、当該区間の通行を規制

する。

そ の 他 緊急車両等の通行は全ての作業よりも優先する。

「

広

報

さ

い

」

商

業

広

告

を

募

集

村
で
発
行
し
て
い
る
「
広
報
さ

い
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

掲
載
す
る
位
置
は
、
表
紙
を
除

い
た
各
ベ
ー
ダ
の
下
一
段
で
す
。

掲
載
で
き
る
広
告
は
、
次
の
要

件
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

○
村
内
に
本
、
支
店
の
あ
る
商
工

業
者
で
あ
る
こ
と
。

○
公
共
の
福
祉
を
そ
こ
な
う
も
の

で
な
い
こ
と
。

Ｃ
那
佰
営
業
。
風
悁
関
係
官
慄
に

類
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

○
事
実
と
相
違
し
た
も
の
で
な
い

○
他
人
の
尊
厳
を
傷
つ
け
又
は
中

傷
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
。

○
そ
の
他
、
公
益
上
支
障
の
な
い

も
の
。

広
告
掲
載
料
（
一
回
分
）

下
一
段

五
、
〇
〇
〇
円

（
た
て
４

叩
よ
こ
１５

巴

下
一
段
二
分
の

匸
一
、
〇
〇
〇
円

（
た
て
４
ｍ

よ
こ
７
．
５
ｍ
）

詳
し
い
こ
と
’は
、
総
務
課
企
画
財

政
係
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

籌よりもあなたのためです白餡責
▽小さなバイクだからといって、油断にり

禁物。バイクの起こす人身事故も軽視は

できません。無保険（無共済）で死傷事

故でも起こしたら、それこそ大変です。

▽バイクにも自賠責保険（共済）への加

人が法律で義務づけられています。無保険（無共済）で

走ると、６ヶ月以下の懲役または５万円以下の罰金、さ

らに違反点数６点となり、免停処分となります。

▽バイクには、車検制度がないこともあって、自賠責保

険（共済）の継続契約をつい忘れがちです。もし、契約切

れになっていたら、もよりの損害保険会社、代理店（バ

イク店、自転車店等）農協へどうぞ。

●自賠責保険 料（共済掛 金）は、長期契約ほどぉ得 になりま亢

‾袖ご ～こ ｜年契約 ２年契約 ３年契約

保険料（共済掛金） ８，０００円 囗，３５０円 １４，５００円

●契 約を締結する際に車台 番号を伺いますので、バイクに打刻されている車台

番号を控えておいてください。

※ 必 ず ヘ ルメットをか ぶ りましょう／

交 通 事 故 の ご 相 談 は

お 気 軽 に ど う ぞ

無 料 でご 相 談 に 応 じ て お り ま す

午前９時半～午後４時４０分（平日）

曜日は正午まで（第２土曜日は休みます）

Ｏ 専門の相談員が親身になってご相談に

応じます。

毎月第４水曜日の午後には弁護士の方が

無料相談に応じます。

社 団 法 人 日 本 損 害 保 険 協 会

青森 自 動 車保 険 請 求 相談 セ ン タ ー

青森市中央郡丁目２３－５

明治生命青森中央ビル５階

（市役所東寄り１００ｍ位）

青森調査事務所内

００１７７－２２－１０２５（直通）０１７７－７６－４３９１

電 話 のご 相 談 も お 受 け し ま す

纖

の

相

談

室

設

置

＝
佐
井
営
林
署
＝

私
た
ち
が
気
づ
か
な
い
間
に
、

世
界
中
で
ど
ん
ど
ん
森
林
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。

地
球
の
未
来
は
、
森
林
の
未
来

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
国
際
森
林
年
で
す
。

記
念
と
し
て
「
緑
の
相
談
室
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

分
収
造
林
、
分
収
育
林
、
森
林

評
価
、
造
林
、
病
害
虫
、
緑
化
樹

植
生
、
土
壌
、
間
伐
の
方
法
、
立

木
の
評
価
、
林
業
薬
剤
、
森
林
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
保
安
林
、
木

材
販
売
、
林
業
機
械
、
治
山
、
土

木
、
素
材
生
産
技
術
等

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

ａ

三
元

）
一
三

一
一
ま
で
。

停電のおしらせ

１０
・
２４
１ヨ（木）

午前 ９時から
午後 ３時２０分まで

佐 井 村全 域

１ ０

．

３ ０

． ，
よ

村・県 民 税 第日 期

の 納 期 限 で す
Ｏ

納期内納付にご協力下さい



税
務
だ
よ
り

青色申告で

正しい申告を
現
金
出
納
帳
や
経
費
帳
な
ど
の

帳
簿
を
き
ち
ん
と
っ
け
、
そ
の
帳

簿
に
基
づ
い
て
所
得
や
税
額
を
正

し
く
計
算
し
て
申
告
す
る
大
は
、

所
得
の
計
算
上
「
青
色
事
業
専
従

者
給
与
」

や
「
み
な
し
法
人
課
税

な
ど
有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
青
色
申
告
と
い
い
、
現
在
で
は
、

商
売
を
し
て
申
告
し
て
い
る
人
の

半
数
以
上

が
青
色
申
告
を
し
て
い

ま
す
。

正
確
な
記
帳
に
基

づ
く
青
色
申

告
で
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

サラリーマンの

給与所得控除

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
な
ど
に

対
す
る
所
得
税
は
、
そ
の
年
中
の

給
与
収
入
か
ら
「
給
与
所
得
控
除
」

を
差
し
引

い
た
残
り
の
金
額
に
対

し
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
給
与
所
得
控
除
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
勤
務
に
伴
う
必
要
経

費
な
ど
の
概
算
控
除
と
し
て
、
給

与
所
得
の
計
算
上
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、
事
業
所
得
の
必
要
経

費
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
へ
ど
う
ぞ
。

年金と税金年
金
制
度
は
、
老
齢
に
な
っ
た

と
き
の
支
え
と
す
る
た
め
、
す
べ

て
の
国
民
が
適
用
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

公
的
年
金
や
恩
給
に
よ
る
収
入

は
、
原
則
と
し
て
通
常
の
給
与
所

得
と
同
様
に
、
所
得
税
の
源
泉
徴

収
が
行
わ
れ
、
年
末
調
整
に
よ
っ

て
税
額
の
精
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
老
年
者
が
受
け
る
公
的

年
金
な
ど
は
、
こ
れ
ら
の
収
入
か

ら
給
与
所
得
控
除
以
外
に
「
老
年

者
年
金
特
別
控
除
」
七
十
八
万
円

を
差
し
引
い
て
税
金
を
計
算
し
ま

す
。詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
へ
ど
う
ぞ
。

秋
晴
れ

よ

う

や

く

涼
風

が
た

ち
は

じ

め

た

の
で

、

さ

わ

や

か

な

秋
晴

れ
を

期

待
し

て

い
た

の

に
、

意

外

に

天

気

の
悪

い
日

が

多

く
て

、

が

っ

か

り

す

る
こ

と

が

よ

く

あ

り
ま

す

。

実

は
、

秋

は

天

気

の
悪

い
日

が

案
外

多

い
の

で

す
。

地

域

に

よ

っ

て

は
、

梅

雨

期

の

六
月

と

同

じ

く

ら

い
の

「

雨

の
日

」

を
記

録

す

る

と
こ

ろ

も
あ

り

ま

す
。

「
男

心

と

秋

の

空
」

と

か

、「

女

心

と
秋

の

空

」

と

か
言

い
ま

す

。

ど

ち
ら

が

本

当

か

は
知

り

ま

せ

ん

が
、

と

も

か

く

秋

の
空

は

、

変

わ

り
や

す

く

、

不

安

定

な

の
で

す

。

ほ

ん

と

う

に

さ

わ
や

か

な

秋

晴

れ

の
日

が

多

く

な

る

の
は

、

秋

と

言

っ

て

も

晩

秋
で

す
。

晴

れ

の

特

異

日

と

し
て

、

も

っ
と

も

有

名

な

の

は

、

十

一

月

三
日

の

文

化

の

日

で

す

。

東

京

を

例

に
と

る

と

、

こ

こ

十

年

間
で

、
こ

の
日

に

雨

が

降

っ

た

の

は

、

一
回

き
り

で

す

。

こ

の

ほ

か

、
秋

晴

れ

の

特

異

日

と

し

て

知

ら

れ
て

い
る

の

が

十

月

の

十

六

日

と

二
十

三
日

。

こ

の

日

に
限
っ
て

運
動
会
の
会
場
な
ど
は
、

早
ば
や
と
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
う
よ

う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
秋
晴
れ
に
よ
く
似

合
う
の
が
、
共
同
募
金
の
赤
い
羽

根
。
今
年

も
、
十
月
一
日
か
ら
、

街
頭
募
金
が
始
ま
り
ま
す
。
昭
和

二
十
二
年

か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
行

事
も
、
今
年
で

三
十
九
回
目
に
な

り
ま
す
。

昨
年
の
街
頭
募
金
の
金

額
は
お
よ
そ
四
億
五
千
万
円
で
す
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
こ

う
し

た
行
事
の
意
義
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
、
協
力

し
た
い
も
の
で
す
。



六
十
一
年
四
月
か
ら

年
金
制
度
が

卜

変
り
ま
す
ｉ（最終回）

付
加
保
険
料

現
行
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
も
希
望
に
よ
り
一
ヶ
月
四

百
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き

ま
し
た
が
、
六
十
一
年
四
月
か
ら

は
第

言
万
被
保
険
者
の
み
が
該
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過
去
に

納
付
し
た
付
加
保
険
料
分
は
、
付

加
年
金
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
に

上
積
み
支
給
さ
れ
ま
す
。

寡
婦
年
金

改
正
後
で
は
、
第

言
万
被
保
険

者
と
し
て
二
十
五
年
以
上
の
納
付

か
免
除
期
間
を
も
つ
夫
が
死
亡
し

た
と
き
、
そ
の
奥
さ
ん
に
六
十
筬

か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の
閧

に
夫
が
受
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
老

齢
基
礎
年
金
額
の
四
分
の
三
を
受

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

死
亡
一
時
金

死
亡
一
時
金
は
、
支
給
額
を
大

幅
増
額
と
し
ま
し
た
。

第

言
万
被
保
険
者
と
し
て
、
三

年
以
上
二
十
五
年
未
満
納
付
し
た

人
が
、
年
金
を
受
け
な
い
ま
ま
死

亡
し
た
と
き
に
、
そ
の
遺
族
が
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に

十
万
円
を
支
給
し
、
二
十
五
年
以

上
三
十
年
未
満
は
十
二
万
六
千
五

百
円
、
三
十
年
以
上
三
十
五
年
未

満
は
十
六
万
円
、
三
十
五
年
以
上

は
二
十
万
円
と
な
り
ま
す
。

費
用
の
負
担
と
保
険
料

基
礎
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費

用
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
と
厚

生
年
金
か
ら
の
拠
出
金
及
び
国
庫

負
担
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

第

言
万
被
保
険
者
（
任
意
加
入

者
も
含
む
）
だ
け
が
今
ま
で
し
お

り
国
民
年
金
保
険
料
を
市
町
村
役

場
に
納
付
し
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者
は
、
厚
生
年

金
保
険
料
だ
け
を
従
来
ど
お
り
会

社
を
通
し
て
納
付
し
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
は
、
厚
生
年

金
加
入
の
被
扶
養
配
偶
者
の
認
定

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康

保
険
と
同
じ
よ
う
に
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

物
価
ス
ラ
イ
ド

今
ま
で
は
、
年
度
平
均
の
消
費

者
物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
年

金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
六
月
な

と
が
ら
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
後
は
年
平
均
の
指
数
を
採
用

し
、
四
月
分
か
ら
年
金
額
の
ス
ラ

イ
ド
実
施
し
、
新
た
に
加
算
額
も

ス
ラ
イ
ド
の
対
象
と
し
て

い
ま

す
。

六
十
歳
以
上
は
現
行
で

現
在
、
老
齢
年
金
な
ど
を
受
け

て
い
る
人
や
大
正
十
五
年
四
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
現
行

の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
障
害
（
福
祉
）

年
金
や
母
子
・
準
母
子
（
福
祉
）

年
金
、
遺
児
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
、
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
、

遺
族
基
礎
年
金
と
同
水
準
の
年
金

額
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

プラグの差し込みは

まつすぐしつかりと ／

差し込みプラグをコンセントに中途半端に差

し込むのは危険です。

必ずまつすぐしつかりと差し込みましよう。

（財）東北電気保安協会

満１歳になります

内田 智子ちゃん
（昇治・由美子）長 後

七 戸 蒹 の 鴦 口 ☆

９月１４日現在

○ お 誕 生 お め で と う

奥本 智彦 レ唐 ）古佐井
内藤 麻以（ 誠 ）福 浦
伊勢 充（和幸）川 目
舘脇 望（秀章）矢 越
能登 祥汪（三樹）古佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（青山 武 名古屋市
北田恵利子 大佐井
（田中 秀博 福 浦
菊池 景子 青森市
（石沢 周二 古佐井
小濱 周子 大間町
（七島 仲久 大間町
須藤 徳子 古佐井
（齊藤 一 大畑町
松本 正子 原 田

● おくやみ申し上げ ます

奥木 りよ（道也）大佐井
金沢 庄助（みよ）大佐井
鹿嶋惣五郎（健一）大佐井
山口 松男（捷夫）大佐井
叢雨 八ヽ ｒ傍幸ｈナ擦菲

８月３１日現在人口（前月比）

男 ２．０４５ （－３）

女 ２．０３５ 仟 ７）

計 ４．０８０ （＋４）

世帯数 １，１３９ 仟 ２）
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